
1 はじめに

糸を生産しそれを生活のどこかで利用する動物
はいろいろな分類群で知られているが，目レベル
で全種が糸を生産するのはクモだけであり，しか
も糸の利用は住居の内張から卵のう作成，餌捕獲
の装置，バルーニング（お尻から出した糸を上昇
気流にのせることによる移動・分散），移動時の
命綱，雄の精網（雄が腹部の生殖口から出た精液
を触肢の移精器官に移すときに用いる小さいシー
ト網），などと多岐にわたっている。クモが糸で
つくる住居や餌捕獲のための装置である網は形が
多様で，諸種の自然造形物の中でもとりわけよく
目立つ存在である。
本稿では，クモの生活を全面的に支えている糸
を生み出している糸腺と網の多様性を理解するの
に必要な基礎的事項をクモの系統関係に照らしつ
つ簡単にご紹介する。

2 クモの糸腺と糸疣

糸を紡ぎ出す動物はいろいろといるが，クモほ
ど生活のさまざまな場面で多様にそれを利用して
いる動物はいない。クモでは糸は腹部に収められ
ている糸腺でつくられる。繭づくりを主目的とす
るカイコの糸は幼虫がもつ1種類の絹糸腺から紡
がれるが1），クモでは糸腺も多様化しており，ジョ
ロウグモやオニグモの腹部内には6種類の糸腺が
見られる。糸腺では液状のタンパク質が合成され，
これが糸

し

疣
ゆう

の表面にある出糸管（spigot）から引
き出されると固化して伸縮力のある繊維となる。
各糸腺は多数の出糸管と連絡しており，紡がれた
繊維はふつう複数が固化前に融合して1本の糸に
なる。
出糸管をのせている糸
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はハラフシグモ亜目を
のぞくクモでは腹部後端に通常3対あり，前から
前
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とよばれている（図1）。ウズグ

本稿では，本号で特集したクモの遺伝子・ゲノムに関わる最新の研究への二つめの入門編として，
クモの生活を全面的に支えている糸を生産している糸腺と網の多様性の概要をご紹介する。コガネ
グモ上科のクモでは6種類もの糸腺がある。各糸腺は性質の異なる糸をつくり，各糸は異なる用途
に使われる。網の形態は多様で，複数系統にまたがり似た形の網が観察されるため，それらがどの
ように進化してきたのかについては多くの議論がある。

新海 明  Akira Shinkai
日能研関東  講師

谷川 明男  Akio Tanikawa
東京大学大学院  農学生命科学研究科  
農学特定支援員

鶴崎 展巨  Nobuo Tsurusaki
鳥取大学  農学部  教授

1 クモの多様性：糸腺と網
─クモの生活を支える多様な糸腺と網の進化

 ［特集］ クモのゲノム，遺伝子研究の最前線

� │Vol.74 No.6│6 5 3│



モ科やクロガケジグモ（ウシオグモ科）にはこれ
らの糸疣のすぐ前にさらに篩

し

板
ばん

とよばれる板状の
構造物があり，そこにも篩板糸腺とよばれる糸腺
が多数開いている（図1）。
ジョロウグモを例に（図2），6種類の糸腺（表1）
をひとつずつ紹介しよう。
瓶状腺：大きな糸腺で，ここから出る糸は，牽引
糸（しおり糸）とよばれるクモが枝葉から垂れ下
がったり枝間をジャンプするときなどに体をささ
える糸や円網の枠糸やたて糸（放射糸），足場糸
などに利用される。役割に若干の違いのある大瓶
状腺と小瓶状腺の2種類がある。瓶状腺（とくに
大瓶状腺）は多くのクモで生活の最も基本的な部
分を支えている糸腺と言える。この糸腺はハラフ
シグモ亜目やトタテグモ下目には見られない。
ナシ状腺：洋梨のような形をしているのでこの名
がある。ここから出る糸は細くて粘りがあり，枠
糸などを外界の基質に接着させるための付着盤と
なる。
ブドウ状腺：卵のうの外壁や餌捕獲のときの捕帯
（捕獲時に餌昆虫をぐるぐる巻きにするバンド状
の糸の塊）に使用される。円網を張るクモのうち

網にかかった餌を捕帯で巻く習性のあるクモ（た
とえばコガネグモやオニグモ）では糸腺，出糸管
ともに数が多い。
管状腺：糸は卵のうの内壁に使われる。したがっ
て，幼体では雌雄ともに未発達で雄の成体にもな
い。
鞭状腺：次の集合腺とともにコガネグモ上科にし
か見られない糸腺である。円網をつくる種では横
糸（らせん糸）の軸をつくる。
集合腺：これもコガネグモ上科のみに見られる糸
腺で横糸の粘球をつくる。鞭状腺の出糸管1個は
それを挟むように配置される集合腺の出糸管2個
とセット（トリプレット）になっており，これが
後疣に開いている。左右の鞭状腺からでた2本の
糸を地糸として，集合腺から出た粘液がコートす
るが，この粘液の分子は相互に引き合い，数珠状に
1列に並ぶ粘球となる。鞭状腺と集合腺は円網の横
糸形成に不可欠の重要な糸腺だが，鞭状腺は故関口
晃一博士（1919–2012，筑波大学名誉教授）により1952
年に発見，命名された2）。関口博士はさらに，ジョ
ロウグモを材料に糸腺の構成や大きさが雌雄や齢
期で劇的に変わることを明らかにした（図2）3）4）。

前疣

後疣 肛丘 中疣 後疣中疣

篩板 前疣

図1 　 クモの糸疣の種類と名称
左はエゾガケジグモ（ガケジグモ科），右はコガネグモ（コガネグモ科）の1種。どちらも腹端を下面側から撮影したもの。エゾガケジグモには三つ
の糸疣のほかに篩板糸の細かい出糸管を多数そなえる篩板とよばれる構造物がある。
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表1 　 クモのさまざまな糸腺とその用途 文献19）, 24）, 27）から集成。

名称 英語名 開口して 
いる糸疣 用途 偏考

瓶状腺 ampulate gland 前疣，中疣 牽引糸（しおり糸），円網の枠糸，
放射糸，足場糸

大瓶状腺 major ampulate gland 前疣 牽引糸，円網枠糸

小瓶状腺 minor ampulate gland 中疣 牽引糸捕助，流し糸，バルーニン
グの糸

ナシ状腺 pyriform gland 前疣 付着盤

ブドウ状腺 aciniform gland 中疣，後疣 卵のうの外壁，餌捕獲時の捕帯，
スタビリメンタム，精液網

偽ブドウ状腺 pseudoaciniform gland ウズグモ，イノシシグモ

管状腺 tubuliform （cylindriform） 
gland 中疣，前疣 卵のうの内壁 雄成体では消失

集合腺 aggregate gland 後疣 横糸の粘着球 コガネグモ上科のみ
鞭状腺 flageliform gland 後疣 横糸の地糸 コガネグモ上科のみ

偽鞭状腺 pseudo-flageliform gland 後疣 ウズグモ円網の横糸の地糸 ウズグモ。雄成体にはな
い。鞭状腺と相同

篩板糸腺 cribellum gland 篩板 ウズグモ円網の横糸の梳糸帯 
（パフ） ウズグモ

鋏角毒腺吐糸腺 glue-venom gland 鋏角 ジグザグ吐糸 ヤマシログモ

鞭状腺

集合腺
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小瓶状腺

大瓶状腺

ブドウ状腺 ナシ状腺
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図2 　 ジョロウグモの糸腺
左より雌の成体，雄の亜成体，雄の成体。倍率は同一ではない。
左右の糸腺の片側のみを描いたもの。実際にはそれぞれの糸腺は反対側にも同じものがある。雄には管状腺がないことに注意。雄成体では鞭状腺と
集合腺も消失している。左端と右端は文献3），中央は文献4）より。
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卵のうの内壁に使用する糸をつくる管状腺は雌の
幼体や雄では未発達であった。また，コガネグモ
上科やウズグモなど円網を張るクモでは雄は成体
になると網をつくらなくなるが，鞭状腺と集合腺
は雄の成体雄では消失している（図2）。雄は成体
になると網を張らないのではなく，張れないので
ある。関口博士によるこれら三部作2）〜4）は日本で
なされたクモ研究の中で最も意義深い研究業績の
一つと言ってよいであろう。
鞭状腺と集合腺でつくられる粘着糸は，円網を
張らないヒメグモ科では空中に張られる不規則網

から地面に伸ばされた下垂糸に使われている。こ
の下垂粘着糸には，その粘着球に地面を歩く餌昆
虫が触れると下側が容易に切断され虫をくっつけ
たまま上方に巻き上げられる仕組み（低剪断ジョ
イントlow-shear jointとよばれる）がある（口絵
写真7）。また，粘着糸は自分で造網せず，他の
クモをおそって食べるヤリグモ，オナガグモ，イ
ソウロウグモの仲間，サトヒメグモ，ムナボシヒ
メグモなどクモ食のクモが捕食時の攻撃道具とし
ても用いられている5）。
コガネグモ上科のサラグモ科は皿網とよばれる
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図3 　 クモ目内部の系統樹と糸腺の進化
Wheelerら12）を簡略化し，日本産の主要な科のみを選び表示したもの。
＊は日本には産しない科。右端の記号：■篩板をもつ科，▲篩板をもつ種と無篩板の種が混在する科。マークなしは全種が篩板をもたない科。篩板
はフツウクモ下目の祖先で出現し，いろいろな系統で失われたと考えられている。
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シート状，ハンモック状，またはドーム状の網を
つくる。シート状，ハンモック状の皿網は上方に
垂直または斜めに張り巡らされた足場糸部分とそ
れを受けるように水平方向に広げられたシート網
からできている。張り巡らされた足場糸にぶつ
かった虫がシート網に落ちるとクモが突進して餌
を捕らえる（ノックダウン方式）。シートと足場
糸を接着するのはナシ状腺由来の付着盤である。
網にはところどころに集合腺由来と考えられる粘
着球をつけた細い糸がある6）。ただし，サラグモ
科の網ではクモはこれらの粘着球にはあまり依存
せず虫を捕らえているらしい。
円網をつくるアシナガグモ科の最近縁姉妹群と
されているオーストラリア産のアーキイデェ科
Arkyidaeと，そのすぐ外側に位置づけられてい
るセンショウグモ科はともに捕獲に適した形に変
形した第1，2脚でクモを捕食する習性をもって
いる。両科とも自らは造網せず，鞭状腺の出糸突
起を欠いているが粘液をつくる集合腺の出糸突起
は備えている7）8）。この仲間の粘液の用途はわかっ
ていない。
篩板糸腺：これは篩板から出る繊細な糸をつくる。
円網をつくるウズグモでは偽鞭状腺から紡がれた
地糸に篩板糸腺から出る繊細な糸をからめてパフ
とよばれる糸の塊をくっつける。この糸の接着力
はファンデルワールス力とよばれる分子間に働く
引力に起因しており，粘球糸の代替として機能し
ているが，鞭状腺と集合腺に由来する粘着糸と比
べると接着力はだいぶ弱い。なお，偽鞭状腺は篩
板をもつクモがもつ鞭状腺として名づけられたも
のだが，最近は鞭状腺と偽鞭状腺は同一起源のも
の（よって別名称で呼ぶ必要がない）と考えられ
ている。鞭状腺と偽鞭状腺から糸をつくる遺伝子
の塩基配列の類似は本特集の河野氏の論文9）の図
3でもよくわかる。
図3に分類群ごとの糸腺の分布からそれぞれの
糸腺が出現したと考えられるノードの位置を示し
た（ここでは歴史的経緯を踏まえて鞭状腺と偽鞭
状腺は別名称で記している）。

3 円網の起源

円網はコガネグモ上科のコガネグモ科やアシナ
ガグモ科のクモがつくる空中に円盤状に張られる
網である。円網は枠糸と縦糸（放射糸）とふつう
らせん状に縦糸と縦糸の間につけられる横糸から
なる（図3）。横糸は鞭状腺が地糸でこれに集合腺
由来の粘着球が一定間隔をおいて直列している。
円網はウズグモ科でも見られる。コガネグモ上

科の円網と異なるのは，横糸が集合腺由来の粘着
球がついた粘着糸ではなく，篩板糸由来の細かい
繊維がくっついた物理的粘着糸であることである。
かつて，フツウクモ下目を篩板の有無で篩板類と
無篩板類の2大系統に分ける分類体系が普及して
いた頃には，円網は無篩板類のコガネグモ上科と
篩板類のウズグモ類のそれぞれで独立に進化した
と考えられていた。その後，篩板の有無で2系統
に分ける体系の信頼性が否定されるとコガネグモ
上科とウズグモ類の円網は相同で，起源が同じで
あるという考え方が主流となった。その証拠とし
ては円網の作成手順が細部まで両群で同じである
ことなどが挙げられた10）。どちらも，まず枠糸
をつくり，縦糸を渡し，足場糸を張ってから横糸
をかけ，最後に足場糸をはずすという手順を踏む
のである（図4）。その後の外部形態形質での系統

こしき

横糸

枠糸

枠糸 縦糸

図4 　 典型的な円網の各部の用語
円網は枠糸と中央から放射状に伸びる縦糸，縦糸と縦糸の間にらせん
状に渡される横糸からなる。粘着球がついているのは横糸だけである。
クモがとまる中央部分はこしき（ハブ）とよばれ，ここにも粘着糸はな
い。横糸の密度は種によって異なる。

� │Vol.74 No.6│6 5 7│

1 クモの多様性：糸腺と網 ─クモの生活を支える多様な糸腺と網の進化



解析やそれらに分子データを加えた系統解析でも
コガネグモ上科とウズグモ科やメダマグモ科を合
わせた分類群（円網グモ類，Orbiculariae）の単
系統性が支持されてきた。しかし，使用する遺伝
子数を大幅に増やした最近の分子系統解析ではウ
ズグモ科とメダマグモ科はRTA群と姉妹群とな
るという結果になっている（図3，図5）11）〜12）。
したがって，円網の起源が1回かぎりだとすると，
それはかなり早い段階で進化し，いろいろな分類
群で失われた，という話になる。この場合，先に
あったのは篩板糸の横糸をもつ円網で，より強力
な粘着力をもち，しかも篩板糸よりもタンパク質

量が少なく低コストで生産できる集合腺由来の粘
球に置き換わったのだろうと一般には考えられて
いる13）。円網の単一起源説には最近でもまだ議
論がある14）15）。しかし本特集の河野氏の解説に
よると，ウズグモとコガネグモ上科で各糸腺の糸
をつくる遺伝子を調べると粘着物質以外はすべて
相同で，円網が単一起源であることを強く支持す
るとのことである9）。
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完性域類

二爪類

チリグモ
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茶色分岐群

RTA
分岐群

ブドウ
状腺？

楕円毛櫛
分岐群

小瓶状腺
篩板糸腺
ナシ状腺
ブドウ状腺？

管状腺

鞭状腺
集合腺

鋏角糸腺

コガネグモ上科

合一精子群

図5 　 クモ目内部の系統樹と網の分布
Wheelerら12）を簡略化し，日本産の主要な科のみを選び表示したもの。
＊は日本には産しない科。右端は網のタイプ：地＝地中巣，管状：管状住居。ろうと＝ろうと網，シート＝シート網。̶＝徘徊性の科。
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4 網の多様性

以上，糸腺と円網を中心に説明してきたが，円
網が見られるコガネグモ科とその近縁科やウズグ
モ科のそれぞれの中でも網の形態はもっと多様で
ある（口絵写真10〜19）。以下には，代表的な網
や住居を分類群順にいくつか紹介する。紙数の関
係で紹介できるのは一部であるが，興味をもたれ
た方は，クモの網専門の成書16）〜18）などを参照い
ただきたい。
ハラフシグモ亜目：この仲間の糸腺は未分化で，
ブドウ状腺に似た糸腺が1〜2種類あるのみであ
る。これらがフツウクモ下目のブドウ状腺と相同
かどうかはわかっていない。糸疣は4対あるが，
すべてが腹部下面中央付近にある。出糸管のほと
んどは前外糸疣と後外糸疣にあり，全部でハラフ
シグモ属では700個ほど（キムラグモ属では約
260）あるが19），糸疣がこの位置では糸を空間に
自由自在に張り巡らすことは難しいであろう。こ
の仲間は地中に片開きの扉をもつ管状の住居を
掘って生活している（口絵写真1〜2）。扉は土粒
やリター細片を糸で裏打ちしてつくられている。
糸は住居内の裏打ちにも使われているが，それは
入り口付近にとどまっている。キムラグモ類では
見られないが，ハラフシグモ属では入り口から放
射状に受信糸が巡らされている（口絵写真2）。受
信糸には粘着性はないが，餌動物が触れると振動
を感知して入り口から飛び出し，住居に引きずり
こんで捕食する。
トタテグモ下目：ブドウ状腺に似た2種類の糸腺
が見つかっている。糸疣は2または3対に減少し
ているが，体の後端に移動しており，とくに後疣
が管状に発達するものが多い。糸疣が後端に移動
したことで出糸も糸利用もより柔軟になったと考
えられる。ジグモは立木や塀，石垣に添った地中
に糸で裏打ちした管状住居を掘るが，地上にもふ
くろ状の管状住居を伸ばしている（口絵写真4）。
この袋状部分に粘着性はないが，土ぼこりや餌の
断片などが繊維にからまっている。餌動物が袋上

を歩くとクモは振動を感知して突進し，袋の内側
から鋏角で餌動物を捕らえ，袋内に引きずり込ん
で食べる。キシノウエトタテグモやキノボリトタ
テグモは蓋つきで，内部が完全に糸で裏打ちされ
た住居をつくる。キノボリタテグモの住居は樹幹
や石垣上につくられるが，中はしっかりと糸で裏
打ちされており，その住居は基質からはがすと，
ピーナッツの殻のような形状をしている。地上に
しっかりした棚状の網（英語ではfunnel web,
じょうご網という）を張るものもいる。南西諸島
にいるアマミジョウゴグモやオオクロケブカジョ
ウゴグモなどジョウゴグモ科のクモはクサグモ
（タナグモ科）がつくる棚網のような形の網を作
成する。網に粘着性はないが，餌動物がかかると
クモは振動を感知してダッシュでそれを捕食する。
フツウクモ下目：多様化した糸腺をもち糸を最も
上手に利用していると考えられるのがこの仲間で
ある。網や住居も多様化が著しい。エボシグモ科
は北米と中国に2属10数種が知られるのみだが，
ハラフシグモ類と同じく2対の書肺をもつことな
ど原始的な形質を多くもつと考えられているクモ
である。篩板をもち，電気スタンドのかさのよう
な形をした網をつくる。細い篩板糸の集合による
白いバントが目立つのも特徴である。カヤシマグ
モ科は書肺は1対だがエボシグモ科に近縁と考え
られているクモで岩の隙間などに管状の住居をつ
くる。合一精子群のクモには網らしい網をつくら
ず基本的に徘徊性となっているものが多い。ただ
しミヤグモ科は樹皮の隙間や岩の隙間に管状住居
をつくり入り口から受信糸を密に出している（口
絵写真5）。この形状の管状住居は他の群にも多
い。たとえばタナグモ科のメガネヤチグモなどは
これと外観の似た住居をつくる。ユウレイグモ科
は野外の岩陰，人家の物置などの暗所にかなり目
立つ不規則網をつくる（口絵写真6）。国外産種に
は天井がドーム状になるドーム網をつくる種もい
る20）。なお，合一精子群のヤマシログモ科には
他のすべてのクモと異なる粘着物質を生み出す腺
がある。頭胸部内にあって鋏角に開く毒腺の後方
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では粘着物質がつくられ，獲動物を発見するとク
モは餌動物に向かって鋏角からこの粘着物質と毒
液が混じった液を噴射する。噴出時に鋏角の牙が
高速で振動することで糸はジグザグ状に降りか
かって餌動物を捕らえるのである21）。
マシラグモ科は森林の地表リター中や洞穴など
の暗所にシート状の網をつくって生息する小型で
きしゃなクモである。網は小型で薄く，容易に壊
れる。独特な配列の6眼をもち容易に他科のクモ
から識別できる。日本産種には篩板がないが，篩
板をもつ属もある。最近明らかになった系統的位
置（図5）から卵のう作製専用に用いられる管状
腺が最初に進化したクモと考えられている8）。
コガネグモ上科：鞭状腺と集合腺を進化させたの
がこの群で，最も見事で多様な網をつくるクモの
仲間といえる。この仲間がつくる網のなかで傑作
といえるのはやはり円網で，コガネグモ上科では
図5に示したコガネグモ科とアシナガグモ科以外
にカラカラグモ科，コツブグモ科，ユアギグモ科，
ヨリメグモ科も多少の変形はあるものの円網に分
類される網をつくる。円網はかつてはヒメグモ科
の不規則網からサラグモ科の皿網を経て進化した
とされていたが，その後は不規則網や皿網は円網
から派生したという考え方が普及した。が，最新
の系統樹ではヒメグモ科はコガネグモ上科の中で
は初期に分岐した分類群に位置づけられた（図3，
図5）のでこれは不規則網が円網からの派生とい
う考え方にはやや不都合な結果である。ただし，
さきに述べたように，ウズグモ科の円網とコガネ
グモ上科の円網が相同（つまり同一起源）だとす
れば，不規則網は円網の変形という考えは成り立
つ。ヒメグモ科には不規則網以外にも諸種の変
わった網が見られる。たとえばムラクモヒシガタ
グモは糸数が減少し，クモの体を中心にX字状に
見える網を作成する（口絵写真8）。
円網にはさまざまな変形が知られている。たと
えば，ジョウロウグモの円網では足場糸の除去が
省略され，横糸が非常に密に張り巡らされている
（口絵写真14）。また網の前後にバリヤー網と呼

ばれる付加物が加わっている。アシナガグモ科で
は網が水平に張られるものが多く水平円網と呼ば
れている。多くのアシナガグモ属やシロカネグモ
属，ドヨウグモ属など，渓流上に造網しカゲロウ
などの川から羽化する水生昆虫を狙うことが多い
クモでは水平に張るのが適応的だったためと考え
られている。スズミグモも水平方向に広がる大型
のドーム網とよばれるメッシュのような網目の網
をつくる（口絵写真15）。スズミグモは集合腺と
鞭状腺からなるトリプレット出糸管を欠いており，
この網にも粘着糸がない。メッシュのような網は
造網過程から円網のこしき部分の作製が延長した
ものと考えられる22）。餌動物の選択性の高まり
に合わせて変形したと解釈されているのはトリノ
フンダマシ類の円網である。この仲間の円網は横
糸の粘着球が大きいが，横糸数は極端に少なくし
かも横糸がらせんではなく同心円状となる特徴が
ある（口絵写真16）。夜行性のガへの専食ととも
に進化し，ナゲナワグモのように円網作製を捨て，
末端に大きな粘球をつけた糸を振り回して特定の
ガの雄を捕らえる習性（口絵写真17）に行き着い
たと考えられている23）。円網の中央からアンカー
の糸が張られるものもある（カラカラグモ　口絵
写真18）。また円網作製が三次元に展開し球状の
網となるものもいる（コツブグモ科　口絵写真
19）。サラグモ科はシート網または皿網とよばれ
る皿のような形をした網を張るのでこの名がある
が，皿網には上が凸なドーム型皿網と下が凸とな
るハンモック型皿網（口絵写真9）がある。ドー
ム型の網は，飛翔昆虫を集めるときに使われるマ
レーゼトラップと同様に，明るい方向に上昇する
性質がある飛翔昆虫を集めるのに適応的と考えら
れており，スズミグモやユウレイグモの一部など
いろいろな分類群で出現している。いっぽう，ハ
ンモック型はすでに述べたように飛翔昆虫が上に
不規則に貼られた糸にぶつかり下の受け網に落ち
た昆虫を捕食する方式で（ノックダウン式とい
う），ジョウゴグモ科のじょうご網，タナグモ科
の棚網やヒメグモ科の不規則網などと餌捕獲の原
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理としては共通である。
メダマグモ科は中南米やアフリカ，マダガスカ
ル，オーストラリア，東南アジアなどに生息する
夜行性のクモで前方を向く2個の巨大な後中眼が
めだつのでこの名がある。この仲間は長い左右の
第1脚と第2脚を広げ，その間に篩板から白いバ
ンド状の糸を紡いでネット（投げ網）をつくり，
これを下を通りかかった餌動物に投げつけて捕獲
するので著名である（口絵写真21）。チリグモ科
のヒラタグモは人家の外壁などに糸でできたパッ
チを上下に2枚合わせ，そこから受信糸を伸ばし
た独特の形の住居をつくる。
ウズグモ属は円網の中央部分に篩板糸由来の渦
巻き状に巻いた白帯が飾りとしてついているので
この名がある。この飾りは渦巻きではなく直線状
のこともあり，同一個体が自分の空腹度などに応
じて両方の飾りを使い分けることがわかっている。
円網の中心部につけられるこのような飾りはスタ
ビリメンタム（日本語ではしばしば ｢隠れ帯｣）と
呼ばれ，ウズグモだけでなく，コガネグモの仲間
の網で目立つ（口絵写真13）。スタビリメンタム
にどのような機能があるかには多くの研究がある
が，紙面の関係でその紹介は他書24）〜25）にゆずる。
ウズグモ科内でも網の変化はいろいろとある。オ
ウギグモは扇形の網を張りクモは扇の要の位置で
網を保持する（口絵写真20）。またマネキグモで
は横糸が消失し，1本の糸からせいぜい2，3本
の糸が分岐するだけの条

すじ

網である。
RTA分岐群のクモは多くが徘徊性で，糸の使
用は卵のう作製や産室づくりなどにとどまってい
るものが多い。しかし，住居から外側に目立つ網
を張り出すものもいる。ガケジグモ科は崖や樹皮
の隙間にミヤグモなどと似た管状住居をつくる。
タナグモ科のクサグモの仲間は棚網とよばれる
ノックダウン式の網をつくる。棚網の下側のシー
トの一端にはろうと状の通路があり，クモはふだ
んはここに潜んでいる。棚網の上方に不規則には
りめぐらされた糸やシート状の網に粘着性はない
が，昆虫などの爪や棘の多い歩脚はシートの繊維

と繊維の隙間にひっかかるので，迅速には歩けな
い。まごまごしている間に振動を感知して突進し
てきたクモに捕食されるわけである。クサグモの
網は庭木の間や建物の隅などに数多く見られるが，
オーストラリアからの移入種であるクロガケジグ
モ（ウシオグモ科）が定着した地域の都市部では
建物周りのクサグモの網は，クロガケジグモの網
にほとんど置き換わっている。クロガケジグモは
篩板をもち，篩板糸特有の白さの目立つ白帯がつ
くのでその網（レース網またはボロ網と呼ばれる）
は遠くからでもよく目立つ。
楕円毛櫛分岐群はほぼ徘徊性種で占められてい

るが，キシダグモ科は卵のうがふ化する頃には植
物上に保育網とよばれる目立つ網状構造物をつく
る。ふ化した幼グモはしばらくの間，この保育網
にとどまっている。この状態は日本語では団居（ま
どい）と呼ばれている。コモリグモ科はほとんど
が徘徊性種だが，イソコモリグモは砂浜海岸に巣
穴をつくる。ただしこの巣穴は奥まで糸で裏打ち
されてはおらず，糸は入り口付近を補強している
程度である。海外には管状住居からろうと状に
シート網を広げるコモリグモも知られている。
二爪類はさらに徘徊性が進んだ群で，通常，網

らしい網はつくらない。国内ではエビグモ科に近
縁なコマチグモ科がイネ科など長細い葉を巻いて
つくる産室が野外では唯一目立つ存在である。し
かしハエトリグモ科でクモ食を進化させているケ
アシハエトリ属の1種Portia fimbriataはヒメグ
モ科のそれに似た不規則網と逆円錐状の立体網の
2種類の網をつくることが知られている26）。
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